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専門部 代表者 電話番号 専門部 代表者 電話番号
野球部
ソフトテニス部
バレーボール部
バスケットボール部
卓球部
相撲部
陸上競技部
水泳部
弓道部
空手道部
スキー部
剣道部
山岳部

安　　英輔
藤原　　均
仁科　富士夫
芦部　健二
熊谷　将弘
小林　千尋
金高　金義
吉澤　正彦
長幅　政博
宮作　慶二
清水　喜長
北原　直彦
武田　光英

27-1760
27-2322
28-5678
28-9275
28-1409
27-2529
27-2244
28-5773
27-9977
79-5121
28-2530
27-6870
28-4490

スケート部
ソフトボール部
漕艇部
テニス部
ボウリング部
ゲートボール部
マレットゴルフ部
バウンドテニス部
ゴルフ部
柔道部
器械体操部
サッカー部

松澤　康夫
吉澤　正彦
西村　和幸
斉藤　良夫
大森  今朝武
宮腰　祐吉
百瀬　正毅
小林  たけ子
原　　昭一
髙木　常吉
中緒　賢輔
小林　　猛

27-5796
28-5773
27-3250
27-3356
27-5979
27-9565
27-1267
28-3527
27-5818
28-4785
27-2794
27-7560

NPO下諏訪町体育協会は、しもすわのスポーツの歴史をつくってきました

スポーツで元気な下諏訪！スポーツで元気な下諏訪！
　スポーツのまち“しもすわ”を標榜する町は、一生涯一スポーツを
目指し、町民の皆さんの健康づくりとスポーツを通じた仲間づくりな
ど、地域における新たな生涯スポーツの振興を図っています。
　NPO下諏訪町体育協会は、町から委託を受け各種スポーツ教室や大
会を開催しスポーツ人口の底辺拡大に努めています。当協会には、こ
れまでの競技スポーツの普及活動の中で培ってきたノウハウを活かし、
地域の生涯スポーツ活動を様々な面で支援することにより、生涯スポ
ーツ社会を実現するための中心的な役割が期待されています。ぜひ、
あなたも身近にあるスポーツの場に気軽に参加してみませんか。

◆加盟団体（専門部）紹介します。お気軽にお問い合わせください。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
下
諏
訪
町
体
育
協
会
は
昭
和
八
年
に

設
立
さ
れ
、
以
来
幾
多
の
遍
歴
を
経
な
が
ら
地

域
に
根
を
張
り
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
、
発
足
以
来
七
十
八
年
の

歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

現
在
専
門
部
二
十
六
団
体
で
構
成
し
、
各
種

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
各
種
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
児
童
・
生
徒
を
含
む

教
室
、
講
習
会
、
研
修
会
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
・
優
秀
選
手
及
び
団

体
の
表
彰
を
行
い
、
ま
た
町
と
協
力
し
な
が
ら
体
育
施
設
の
整
備
・
拡
充
は

じ
め
町
総
合
運
動
場
、
い
ず
み
湖
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
管
理
運
営
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

　

私
た
ち
は
町
民
憲
章
『
心
身
を
き
た
え
、
た
く
ま
し
く
明
る
い
健
康
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
』
に
添
い
、―

町
民
の
健
康
を
願
う　

ス
ポ
ー
ツ
の
町
下

諏
訪―

を
合
言
葉
に
、
町
民
皆
様
の
趣
味
や
体
力
に
合
わ
せ
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
体
力
つ
く
り
や
親
睦
を
深
め
る
よ
う
な
活
動
を
各
専
門
部
協
力
し

合
い
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
健
康
で
長
生
き
を
笑
顔
で
生
活
の
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
下
記
の
と
お
り
体
協
専
門
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
、
参
加
し
て
み
た
い
方
な
ど
お
気
軽
に
代
表
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
大
会
、
教
室
、
講
習
会
等
い
つ
で
も
参
加
受
付
し
て
お
り

ま
す
。

大野栄作 会長

生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
！
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す
る
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会
を
明
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す
る
運
動
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長
野
県
作
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コ
ン
テ
ス
ト
』
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長
野
県
作
文
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ン
テ
ス
ト
』

　
　
　
　
優
秀
賞
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を
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介
し
ま
す

　

第
六
十
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
長
野
県
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
に
、
町
内
の
小
中
学
校
か
ら
二
百
十
五
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
優
秀
賞
に
一
点
、
入
選
に
三
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
一
月
二
十
八
日
に
は
町
入
選
の
十
六
点
と
合
わ
せ
て
、
町

関
係
受
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
県
優
秀
賞
（
低
学
年
の
部
）
を
受
賞
さ
れ
た
下
諏

訪
南
小
学
校
二
年
の
吉
池
咲
里
（
よ
し
い
け　

ひ
か
り
）
さ
ん

の
作
品
を
誌
上
で
紹
介
し
ま
す
。

吉池　咲里さん（南小２年） 

“あいさつするゆう気がもてました”
　はじめあいさつすることがはずかしかっ
たですが、ゆう気をだして言ったあとの気
もちがよかったです。
　これからも大きなこえであいさつをした
いとおもいます。

　「こんにちは。」と、大きなこえで近じょの山田さんにあいさつをしたら、
　「ちゃんとあいさつができてえらいね。」とほめられました。わたしはうれしくなってニコニコ
してしまいました。
　前は、あいての人に先に言われてから小さなこえであいさつをしたり、はずかしくて言えなかっ
たこともありました。
　でも、ある日ゆう気を出して言ってみたら、とてもすっきりしたいい気もちになりました。
今までの言えなかったときのモヤモヤした気もちがいっきにふきとんでいくみたいでした。
　わたしは、
　「あいさつってすごいなー。あいさつをして、いい気もちになれるのなら、もっと大きなこえで
あいさつをしてみよう。」とおもいました。
　わたしがあいさつをすると、はじめはびっくりした顔をする人もいましたが、みんなすぐにえが
おになってあいさつをかえしてくれます。そのえがおを見ると、わたしもえがおになります。
　おかあさんが、
　「咲里（ひかり）」の『さく』という字は、『わらう』といういみもあるんだよ。いつもえがお
で、みんなを明るくしてね。」と言っていました。
　わたしは、
　「あいさつは、言っても言われてもえがおになれるんだなぁ。」とおもいました。
　これからも、大きなこえで明るくあいさつをして、わたしもみんなもえがおになる毎日にしてい
きたいです。（原文どおり）

《テーマ》 「えがおになれるあいさつ」

社会を明るくする運動とは……
　全ての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯し
た人たちや非行をした少年たちの更生について理
解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする国民
的な運動です。


